
第１章 いろいろな式 １・整式の乗法・除法と分数式

１６ ４ 二項定理（その３）

（１／４）■ 二項定理の応用② ■

等式の証明

★解法の技術★

(１＋χ)ｎ の展開式を利用して，次の等式を証明しなさい。

ｎＣ０＋ｎＣ１＋ｎＣ２＋…＋ｎＣｎ＝２ｎ

【考え方】二項定理を利用する証明問題は，

(１＋χ)ｎ ＝ｎＣ０＋ｎＣ１χ＋ｎＣ２χ２ ＋…＋ｎＣｎχｎ

が与えられた式になるように，χに数を代入する。

［答 案］

二項定理を用いて(１＋χ)ｎ を展開すると，

(１＋χ)ｎ ＝ｎＣ０＋ｎＣ１χ＋ｎＣ２χ２ ＋…＋ｎＣｎχｎ

この式にχ＝１を代入すると， Ï(１＋χ)
ｎ

＝２
ｎ
にするために，χ＝１を代入する

(１＋１)ｎ ＝ｎＣ０＋ｎＣ１・１＋ｎＣ２・１２ ＋…＋ｎＣｎ・１ｎ

２ｎ ＝ｎＣ０＋ｎＣ１＋ｎＣ２ ＋…＋ｎＣｎ

したがって，与えられた等式は成立する。

◇《等式の証明》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

(１＋χ)ｎ の展開式を利用して，次の等式を証明しなさい。

ｎＣ０－ｎＣ１＋ｎＣ２－…＋(－１)ｎ
ｎＣｎ＝０

［答 案］

二項定理を用いて(１＋χ)ｎ を展開すると，

(１＋χ)ｎ ＝

この式にχ＝［ ］を代入すると， Ï(１＋χ)
ｎ

＝［ ］にするために，χ＝［ ］を代入する

したがって，与えられた等式は成立する。

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m2/Sam_m2_MENU.html


第１章 いろいろな式 １・整式の乗法・除法と分数式

１６ ４ 二項定理（その３）

（２／４）■ 二項定理の応用② ■

◇《等式の証明》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

(１＋χ)ｎ の展開式を利用して，次の等式を証明しなさい。

ｎＣ０＋２ｎＣ１＋２２
ｎＣ２＋…＋２ｎ

ｎＣｎ＝３ｎ

［答 案］

二項定理を用いて(１＋χ)ｎ を展開すると，

(１＋χ)ｎ ＝

この式にχ＝［ ］を代入すると， Ï(１＋χ)
ｎ

＝［ ］にするために，χ＝［ ］を代入する

したがって，与えられた等式は成立する。

◇《等式の証明》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

二項定理を利用して，次の等式を証明しなさい。

ｎＣ１ ｎＣ２ ｎＣｎ １
ｎＣ０－ ＋ － …＋(－１)ｎ ＝( )ｎ

２ ２２ ２ｎ ２

［答 案］

二項定理を用いて(１＋χ)ｎ を展開すると，

(１＋χ)ｎ ＝

この式にχ＝［ ］を代入すると， Ï考え方は（１／４）を参照

したがって，与えられた等式は成立する。

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m2/Sam_m2_MENU.html


第１章 いろいろな式 １・整式の乗法・除法と分数式

１６ ４ 二項定理（その３）

（３／４）■ 二項定理の応用② ■

◇《等式の証明》 学力化 · ／ ，

★演習★【３】

二項定理を利用して，次の等式を導きなさい。

２ｎ
ｎＣ０－２ｎ－１

ｎＣ１＋２ｎ－２
ｎＣ２＋…＋(－１)ｎ

ｎＣｎ＝１

【考え方】二項定理を利用して，(１＋χ)ｎ を展開すると，

(１＋χ)ｎ ＝ｎＣ０・１ｎ・χ０＋ｎＣ１・１ｎ－１χ１＋…

(１＋χ)ｎ ＝１にするために，χ＝０を代入して…

(１＋０)ｎ ＝ｎＣ０・１ｎ・００＋ｎＣ１・１ｎ－１０１＋…

１＝１ｎ
ｎＣ０＋ｎ１ｎ－１Ｃ１＋…

‚２ｎの項が出てこない。よって，証明不可！

２ｎの項が出てくればいいのだから，

(２＋χ)ｎ ＝～ の二項定理を作って，これを利用する。

［答 案］

(２＋χ)ｎ ＝

この式にχ＝［ ］を代入すると， Ï(２＋χ)
ｎ ＝［ ］にするために，χ＝［ ］を代入する

したがって，与えられた等式は成立する。

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m2/Sam_m2_MENU.html


第１章 いろいろな式 １・整式の乗法・除法と分数式

１６ ４ 二項定理（その３）

（４／４）■ 二項定理の応用② ■

◇《等式の証明》 学力化 · ／ ，

★演習★【４】

二項定理を利用して，次の等式を証明しなさい。

ｎが奇数のとき

ｎＣ０＋ｎＣ２＋…＋ｎＣｎ－１＝ｎＣ１＋ｎＣ３＋…＋ｎＣｎ

【考え方】これまで，右辺が(数)ｎ，または数の場合について，二項定理を利用して証明してき

たが，この問題はその形をとっていない。

その形をとっていないなら，その従来の形をとるように式を変形すればよい。（自分

のペースにもってきて証明する。）

すなわち，右辺の項をすべて，左辺へ移項し，左辺＝０の形にしてから，二項定理を

利用して証明すればよい。

条件「ｎが奇数のとき」の使い方：(－１)ｎ－１＝１，(－１)ｎ＝－１

［答 案］

与式の右辺の項をすべて左辺へ移項して，

二項定理を用いて(１＋χ)ｎ を展開すると，

(１＋χ)ｎ ＝

この式にχ＝［ ］を代入すると， Ï(１＋χ)
ｎ ＝［ ］にするために，χ＝［ ］を代入する

ｎが奇数だから，(－１)ｎ－１＝［ ］，(－１)ｎ＝［ ］

よって，

したがって，ｎ

であるから，与えられた等式は成立する。

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m2/Sam_m2_MENU.html



